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こ
こ
数
年
の
間
に
ア
ジ
ア
の
も
の
づ
く
り
現
場
は
、

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
今
号
で
は
、「
変
化
す
る
ア

ジ
ア
の
も
の
づ
く
り
現
場
と
労
働
運
動
の
課
題
」
を
テ

ー
マ
に
特
集
す
る
。
最
近
の
ア
ジ
ア
の
も
の
づ
く
り
現

場
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
共
に
、
日
本
を
含
め

て
ア
ジ
ア
全
体
で
増
え
つ
つ
あ
る
「
不
安
定
労
働
」
へ

の
対
応
な
ど
、
直
面
す
る
ア
ジ
ア
の
労
働
組
合
の
取
り

組
み
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
本
年
６
月
に
マ
レ
ー
シ
ア

で
開
催
し
た
第
１
回
ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会
議
の
討

議
内
容
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

第
１
部
で
は
、「
変
化
す
る
ア
ジ
ア
の
労
働
運
動
の

課
題
」
と
題
し
て
、
第
１
回
ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会

議
で
の
、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
不
安
定
労
働
の
実
態
と

労
組
の
対
応
」
に
つ
い
て
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
、

タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
各
国
金
属

労
組
の
取
り
組
み
内
容
と
、「
不
安
定
労
働
に
対
抗
す

る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
行
動
デ
ー
」
に
対
す
る
各
国
の
労
組
の

対
応
を
掲
載
す
る
。
こ
の
ほ
か
、「
ア
ジ
ア
の
労
働
運

動
の
展
望
と
課
題
」
に
つ
い
て
、
小
島
正
剛
Ｉ
Ｍ
Ｆ
│

Ｊ
Ｃ
顧
問
と
ラ
ジ
ャ
セ
カ
ラ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
労
働
組

合
会
議
事
務
局
長
の
基
調
講
演
を
掲
載
し
、
ア
ジ
ア
の

金
属
労
組
は
何
を
考
え
、
い
か
に
行
動
し
て
い
る
の
か

を
紹
介
す
る
。

第
２
部
で
は
、「
変
化
す
る
ア
ジ
ア
の
も
の
づ
く
り

現
場
」
に
つ
い
て
、「
日
本
の
も
の
づ
く
り
推
進
力
」

（
川
口
盛
之
助
氏
）
の
強
み
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
と

共
に
「
ア
ジ
ア
の
も
の
づ
く
り
現
場
の
変
化
」
に
つ
い

て
香
川
孝
三
氏
の
論
文
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、「
中
国

の
も
の
づ
く
り
現
場
の
変
化
」
に
つ
い
て
、
労
働
組
合

役
員
を
代
表
し
て
山
口
擴
氏
か
ら
、
経
営
者
を
代
表
し

て
久
保
田
昭
夫
氏
か
ら
の
所
感
を
紹
介
す
る
。

（
文
責
・
編
集
＝
金
属
労
協
組
織
総
務
局
）

り現場と労働運動の課題
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変化するアジアのものづく
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